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西村石灯呂店
石工　西村大造（にしむらだいぞう）

　1964年生まれ、京都芸術短期大学造園学科
卒業。西村石灯呂店の五代目。初代と二代目
までは石塔を中心につくっていたが、三代目
の光造氏が、このままでは伝統的な石灯籠を
つくる技術が途絶えてしまう、と、室町時代
以前の石灯籠を復元するようになる。四代目
金造氏は名人と呼ばれ、桂離宮や修学院離宮、
京都御所、金沢兼六園などの石灯籠の修復と
復元を手がけてきた。
　大造氏はそうした名人を祖父と父に持ち、
伝統技術を着実に継承している。そればかり
か、ときどき美術品もつくる。請われてつくっ
た小振りで箱形の灯籠はイタリアのMia展に出
品され、「日本らしい」と大変な評価を受けた。
「なにが日本らしいのかわからないんですけ
ど」と笑うが、新しく建設された京都迎賓館
にも石工芸を納めたり、国内外の古代石灯籠
の修復や調査を任される、ただ一人の石工で
ある。
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　仏教とともに朝鮮半島から渡ってきた石灯
籠。奈良時代の神仏習合によって神社にも置
かれるようになった。
　その石灯籠の技術が最高潮に達したのは平
安末期から鎌倉時代である。堅牢な花崗岩が
石材として使われ始めたのも、その頃から
だった。
　信仰のための施設としての逸品は、やがて
庭に置かれて茶の湯の演出装置になり、大名
庭園の添景物となり、庶民の庭にも置かれる
ようになった。
　そうなると、粗製乱造免れられず、精密に
つくられ、宝珠、笠、火袋、中台、柱、下台
をつないでいるホゾとホゾ穴は浅くなり、や
がて江戸時代にはホゾを切ることすらなく
なった。
　鎌倉の名品は残っているものの、名品を生
み出した技術は残されていなかった。このま
までは日本中が出来の悪い石造品だらけに
なってしまう。
　鎌倉の名品を生み出した技術を継承する。
西村石灯呂店がその取り組みを始めて、現在
の西村大造氏で三代目。良質な花崗岩である
京都の白川石は、奈良石や神戸の御影石と並
び称された。西村石灯呂店はその名石の産地
である北白川にあって、ほとんど唯一、手仕
事のみで石灯籠をつくり続ける。
　西村大造さんは、
「時間がかかるし、つらいこともある。だけど、
石は1000年残る。自分が死んだあとまで責
任を持たなければいけない。逆にいうと、死
んだあとから評価されることもあるでしょ
う。どうせつくるのなら、いいものをつくり
たい。後世まで残る石灯籠をつくりたい」
　という。

いざ鎌倉
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　飛鳥時代、石灯籠は燃灯供養＊のひとつとし
て、仏教とともに日本に伝わった。鎌倉期まで
は本堂の正面に１基据えられたものが、室町末
期になると左右１対に変化したらしい。正面に
置いた灯籠に火を灯すと、その明かりがスポッ
トライトのように、仏様のお顔に当たる。当時
の真っ暗な夜の境内でのその様子は、幽玄なも
のだったに違いない。
　その鎌倉期、石工芸は絶頂期を迎える。西村
大造さんは、
「どういう灯籠を作るか、そのお寺の僧がきっち
り考え、石大工もプライドを持って造ったに違
いないです」
　と断言する。
　ところが室町時代になると、それまでの寄進
層が貴族などの上流階級から一般の人々にまで
広がった。つくる灯籠の数は増えたが、小振り

になった。そして動乱の戦国期になると、ます
ます仕事の丁寧さが消えてしまう。
　そこへ、茶道が登場する。初めて庭に灯籠を
置いたのは、千利休だと言われているが、そこ
から日本庭園には石灯籠が欠かせなくなってい
く。当初こそ、鎌倉期の名品を庭に収めていた
ものが、名品には限りがある。江戸中期には本
物が不足し、レプリカ（模作品）を作るようになっ
てくる。
　鎌倉期と江戸期の灯籠を見比べると、一般の
人は、江戸期の方を古物と思ってしまうそうだ。
「鎌倉期の灯籠は石材を吟味し、きちんと作って
あるので、劣化が進まないんです」

＊法会のとき、灯をともして供養すること

仏を照らす一条の光
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　西村さんは、多くの最高品を残した鎌倉期の
石工芸復興を目指している。
　石灯籠なら、宝珠、笠、火袋、中台、柱、下台、
それぞれのパーツの外見、彫刻、あるいはパー
ツとパーツを固定するホゾ彫りにいたるまで、
当然のことながらすべてにおいて手を抜かない。
　石灯籠の制作は、まず石の節目を見ることか
ら始める。どこにどのようにくさびを打てば上
手く割れるか、そうした原石の筋や目を見つけ
るためだ。節目を見たら石に墨の線を引いて形
をとり、くさびを入れてハンマーで割る（原石
加工）。それから石頭（せっとう）と呼ばれる小
型のハンマーとノミを使い、石を打っていく（成
形）。
　始めに荒く削る際は鋼のノミ、徐々に細かい
部分になると合金のノミを使うなど、道具を使
い分けて作業を進める。大小さまざまあるノミ

と石頭だけですべてをつくっていく。まるい球
形の宝珠、やわらかな曲線を持つ笠、中をくり
ぬいてある火袋も、石頭でひと打ちずつ削り、
彫っていく。石はほかの天然素材に比べて、加
工するのに時間と労力を必要とする。大きなも
のでは数ヶ月もかかるというから、とても根気
がいる仕事だ。
　また、道具自体も職人が自らつくり、手に合
うように調整して使っている。
　パーツごとに職人たちがつくっていき、ある
程度区切りがつくと、クレーンで持ち上げ、仮
組みをして全体を見てみる。直す箇所を見つけ、
バラして手を入れる。直すべき箇所が見つかれ
ば、何度もバラして修正する。職人の厳しい目
を納得させて初めて、完成である。

ノミとハンマーですべてをつくる
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　石工芸で最も見慣れたものに、墓石がある。
お墓や墓碑は「角」が大事だ。西村石灯呂店は
神社仏閣、あるいは一般の庭用の石工芸をずっ
と造り続けてきた。
「普通の石屋さんって、ビシっと角つけて造って
いくでしょ。ところがうちら、庭用のものなん
で角を潰していくんです。だから、ほかの石屋
さんはわれわれの作業を呆然としながら見はる
からね（笑）」
　しかも、フリーハンドでガンガン彫っていく。
西村さんは先代で父親の西村金造さんから、
「石を見て柔軟に考えろ」
　といわれてきた。図面の寸法通り、型にはめ
ようとするなと。だから石灯籠は、お墓のよう
には造らず、
「できるだけやわらかく造るんです」
　石という硬い素材をやわらかくみせる。そう

することで品がでてくるという。
「やっぱり京都のんはあくまで上品やないとあか
ん。これが、よその土地でつくったもんと京都
のんとの違いの一番大きいところです」
　と西村さんはいう。
　工房では、西村さんと金造さんのほかに３、
４人の職人たちが働いている。石をノミで彫る
キンキン、キンキンという高い音が途絶えるこ
となく響いている。
　石を彫ったり割ったりするときに必要なのは、
腕力ではなくコツ。力で打つのではなく、石頭
の重さを利用してたたく。たたいた反動で石頭
をもどす。そして、音も聞く。割りはじめの音と、
もうすぐ割れるぞというときは音でわかるとい
う。
「割れる音になったら、やわらかく打って、石を
地面にやわらかく落とします」

やわらかな石灯籠



　西村石灯呂店の裏山には、灯籠やつくばい、
石仏、層塔など、たくさんの作品が斜面に並ん
でいる。そうやって石を山で寝かせることで、
苔をつける。灯籠に「時間をのせる」という。
　だんたん苔がついてくると、文様が浮き立つ
ようになる。全体として落ち着いた雰囲気を醸
し出すようになる。そうなると、まっさらの新
品灯籠よりも庭へのおさまりがよくなる。
　逆に寺社に納めるものは、真っ白なまま納め
る。庭には趣きをもたせるため、寺社には信仰
のために置くからだ。
　斜面に置いた作品の中には、鎌倉時代のもの
もあった。勉強のために手元に置いておくそう
だ。時代を遙かに超えて現在まで残るには、何
かすぐれた理由があるから残る。見えないとこ
ろまで、その理由を見極めるために、裏山にお
いて眺めては触っている。

　2003年、京都にも迎賓館ができた。海外から
賓客を迎え、日本の伝統文化を理解してもらい
友好を深める施設だ。その迎賓館に、石灯籠11
基、つくばい２点、石橋などたくさんの石工芸
を納めた。桂離宮や京都御所などの石造文化財
の修復は、先々代から続く家業になっている。
　西村大造さんは、フランスのシャネル本社に
ある日本庭園にも作品を納めた。しかし、収まっ
たところは見ていない。自分の仕事はあくまで
も石工。
「庭に収めるのは、庭師の仕事」
　だという。庭での配置は庭師に任せる。そこに、
彼のプロ意識がうかがえる。

時間をのせる
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京都から世界を見る（5）

霊魂再生
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　人類史は、今のところ約250万年前まで辿る
ことが出来る旧石器時代から始まる。人間は石
を削ったり叩いたり磨いたりして道具や武器や
装身具をつくることを通じて人間になってきた
わけだから、石は文化の始原である。もちろん
それ以前に木や骨などもっと加工しやすいもの
を使いこなしていて、しかしそういうものは長
い年月で腐食して遺跡からは出土しないから、
やむをえず石器で文化の古さを測っているとい
う一面もあるが、石という格段に加工しにくい
ものに敢えて挑戦することで人間の知恵は飛躍
的に進歩を遂げてきたに違いなく、石を抜きに
して人間の歴史や文化を語ることは出来ない。
　現代人の感覚では、石は「死んだもの」だが、
古来人々はそうは考えなかった。それは大地の
恵み、大自然の不思議であって、石が恋をした
り子を産んだりする伝説が示すように「生きた
もの」であったし、それ以上に、人の生き死に
を超えた永遠性を象徴する神聖なものでさえ
あった。柳田國男『石神問答』や中沢新一『精

霊の王』が語るところでは、新石器時代に当た
る日本の縄文時代には、丸石や石棒や石皿が精
霊の表象として広く尊ばれ、信仰の対象とされ
た。その痕跡は、やがて神道が体系化され仏教
や儒教が渡来して宗教が制度下された後々まで
も、「宿神」（シュクジンあるいはシャグジ）と
呼ばれてその魔力を信じる習俗として残った。
いま神社に行くと、立派な社殿の脇に御神木が
あって、その陰に目立たない小さな石が何気な
く置いてあったりするが、これは順序が逆で、
元々はそのシャグジが本尊で、木はそこを伝っ
て天から神々が降臨する通路であり、それらに
供物を捧げるための屋根付きの祠がだんだん大
きくなって社殿になるという本末転倒が起きた。
それゆえに今の人は石の本源的な神秘性を見落
としがちなのである。
　石に本来宿っている霊や魂を探り当て掘り出
して、その命を凡人にも見えるように再生する
のが、石工の仕事である。

高野　孟（たかのはじめ）
　1944年、東京生まれ。早稲田大学卒業後、通信
社を経てフリージャーナリストに。「インサイダー」
編集長、早稲田大学と京都造形芸術大学で客員教授、
日本で初めてのブログ・ジャーナリズムサイト
「The Journal」http://www.the-journal.jp/を務める。


